
News Release
～取材のお願い～

2019年8月19日
報道関係各位

全国80名の高校生が、

全国12地域の森・川・海の名人を取材します！

～第１8回聞き書き甲子園 取材組み合わせ決定～

聞き書き甲子園実行委員会（農林水産省、文部科学省、環境省、（公社）国土緑化推進機構、ＮＰＯ法人共存の森

ネットワークで構成）は、第１8回聞き書き甲子園の参加高校生と「森・川・海の名人」の取材の組合せを

決定いたしました。参加高校生80名は、令和元年８月下旬～12月に、全国12の地域で暮らす80人の名

人を訪ね、聞き書き取材を行います。

聞き書き甲子園は、全国から選ばれた80人の高校生が林業家や炭焼き職人、漁師、木工職人など自然と関わる

仕事に携わる「森・川・海の名人」を訪ね、その知恵や技、生き方を記録し、発信する活動です。

全国12の地域に暮らす名人を聞き書き取材することで、「自然と向き合う仕事の大切さ」や「地域ごとに特色

ある生活文化の豊かさ」をひろめ、次世代を育成するとともに、新たな関係人口の創出を目的とします。

※高校生は各自、原則として２回取材します。日程など詳細は以下、事務局までお問い合わせください。

聞き書き甲子園実行委員会事務局（ＮＰＯ法人共存の森ネットワーク内） 担当 大谷・吉野

〒１５６－００５１ 東京都世田谷区松原1‐11‐26 コスモリヴェール松原301

ＴＥＬ ： ０３－６４３２－６５８０ ＦＡＸ ： ０３－６４３２－６５９０

Ｅ-ｍａｉｌ ： contact@kikigaki.net ＵＲＬ ： https://www.kikigaki.net/

高校生は全国12の地域で暮らす名人を訪ね、

一対一で取材を行います。

取材は１～２日で行い、名人が仕事をする山

や川、海に同行し、時には名人の仕事を体験さ

せてもらいながら話を伺います。

名人と初めて会う時は上手く話せず、苦労す

る高校生もいますが、次第に名人と打ち解け、

名人の言葉に将来の悩みを解決する糸口を見つ

けたり、自然に対する見方や価値観が変わるな

ど、知識や視野がぐんと広がる経験をします。

聞き書き甲子園に参加した高校生には、林業や環境系の職に就いたり、山間地域にＩターンをして暮らすな

ど、名人から学んだ環境問題や農山漁村地域を取り巻く問題を当事者として考え、自然と関わる暮らしを実践

する卒業生が多くいます。こうしたことから、聞き書き甲子園は「ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）」

の事例としても評価されています。



◎聞き書きとは

聞き書きの基本は、一対一の対話によるコ

ミュニケーションです。高校生は、名人との対

話をすべて録音し、その言葉を一言一句、書き

起こし、名人の語り口を生かした作品に仕上げ

ます。

◎取材先の12地域について

第18回（2019年度）聞き書き甲子園は、右図

の通り、全国12の市町村に協力いただき、実施

いたします。

名人の推薦と高校生の聞き書きに協力いただく

地域は、昨年の秋に公募し、決定しました。

高校生の学校所在地と名人の生業については、

別紙「取材組み合わせ一覧」をご覧ください。

※なお、現在、第19回 聞き書き甲子園にご協力

いただく地域（市町村や地域団体等）を募集中

です。（公募締切９月２日／詳細は、聞き書き甲

子園公式サイト https://www.kikigaki.net/

をご確認ください）

◎聞き書きの可能性

高校生は、「聞き書き」取材を通して「名人」の生きざま（人生）を

受け止めます。「森が泣いている」「村が寂しくなった」と語る「名

人」の思いに少しでも応えたいと、里山里海の保全や地域活性化などに

取り組む、卒業生の活動も生まれました。

「聞き書き」は、祖父母の世代から孫の世代へと生きる知恵や心をつ

なぐ活動です。


